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ここ数年来で筑後市内で生産される WCS 品種は従来の穂重型から、極短穂

（籾が少ない）型の「たちすずか」や「つきすずか」へと移行しました。 

これは牛がほとんど消化利用できない籾が多いものより、茎葉が多く消化の

よい品種が好まれたためです。 

しかし、田植えが６月中下旬となる当普及指導センター管内では、現行品種

の性能ほどは「収量が確保できない」、「着粒数が少なくない」という実態があ

りました。 

そこで今年作では、普及指導

センターが紹介した、晩植でも

着粒数が増加せず茎葉多収と

なる新品種「つきことか」の試

験栽培に取り組んでいます。 

普及指導センターは、今後生

育状況調査に加え、経時的に収

穫調査を行い、現地適応性を確

認した上で定着を図っていき

ます。 

 

 

品種 移植日 出穂日 
稈長 

cm 

乾物全重 

t/10a 

玄米重 

t/10a 

たちすずか 6/7 9/2 121 1.87 0.23 

つきことか 6/5 9/23 138 2.13 0.04 

出典：（一社）日本草地畜産種子協会「令和 5年は種用飼料用イネの栽培と品種特性」 
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